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実践発表に関するご連絡（お願い） 

 

平素より本会にご協力いただきありがとうございます。 

今年度予定しておりました校種別研修会は集合開催は行わず、実践発表のみ紙上発表とな

りました。発表準備をしていただいた方々と県学校図書館協議会のHP掲載にご協力いただ

いた方々に感謝申し上げます。 

 

さて、紙上発表にあたり次のことにご留意ください。 

発表についてのお問い合わせは先方のご負担を出来るだけ軽減するために、原則メールで

お願いいたします。（メールが無理な場合はFAXでも可） 

また、追加の資料依頼等に関しても同様といたします。もし郵送料等が発生した場合、県

SLA・学校司書部会は費用の負担はいたしません。 

 

新型コロナウイルス感染の影響で、昨年度、今年度と以前のような研修会が出来ない状況

が続いております。直接お会いして研修や協議をすることはなかなか出来ませんが、このよ

うな時でも利用者のニーズにこたえる図書館運営を目指し、みなさまと研鑽を積んでゆけた

らと考えております。どうぞご活用ください。 

 

  



令和４年２月 

様々な本を手に取ってほしい！！ 

～北九州地区高等学校図書館協議会学校司書部会 テーマ別図書展示研究班の活動から～ 

                     戸畑工業高等学校  植木 桂子 

 

北九州地区高等学校図書館協議会（加盟校 ３１校）の学校司書部会では、現在研究班を４つ（学校 

図書館のしごと研究班・プレゼンテーション研究班・マニュアル研究班・テーマ別図書展示研究班） 

設けてそれぞれ活動している。私は、その中の「テーマ別図書展示研究班」に所属して数年になる。 

ここでは、「テーマ別図書展示研究班」のこれまでの研究活動の概要を紹介し、今後の活動に役立 

てられればと考えている。 

 

 「テーマ別図書展示研究班」は、令和３年度現在７名のメンバーで活動している。学校図書館にあ 

る様々な図書を高校生に手に取ってもらうことで、学校図書館が視野や考えを深められ、かつ、楽し 

く活気ある場だと認識してもらえるのではないかと考えている。この研究班では、年度ごとにテー 

マを決めて、それにそった本を選び、館内で展示を行う事で、生徒の図書館利用を一層促せるよう努 

めている。特に、テーマにそった幅広い選書を行う事に力を入れている。 

 

これまで取り組んだテーマ 

 ２００６年 「年度初め ４月～６月」  ①生き方を考える ②将来を考える ③高校生が主役の本  

④ドイツ特集 

 ２００７年 「夏 ７月～９月」      ①戦争 ②夏に出かけてみたい場所 ③夏の小説 ④怖い本 

 ２００８年 「秋 10月・11月」      ①夜空 ②芸術 和に親しむ ③秋を探しに～紅葉、木の実,

草の実～ ④女性問題 

 

２００９年 「冬」             ①冬 ②環境問題～温暖化・エコ生活 ③年末年始の行事 

④冬の文学 

 ２０１０年 「食～知る・見る・食べる・考える～」「時 時を巡る物語・時に親しむ本」 

２０１１年 「日本の世界遺産 文化遺産・自然遺産・記憶遺産」「発明」 

２０１２年 「母の日に 母の心、子の心」「父の日に 父の生き方、子の生き方」 

「母の日・父の日に 家族を思う」 

 ２０１３年 「日本国憲法」「なごみの写真集」 

２０１４年 「戦後７０年」「そら・空・宙」 

 ２０１５年 「日本の世界遺産 ２０１２年以降＋ざっくり世界遺産も」「情報」 

 ２０１６年 「１８歳選挙権」「スポーツあれこれ」 

 ２０１７年 「幕末」「青春」 

 ２０１８年 「ことば」「平成という時代、そして未来へ」 

２０１９年 「LGBT」「世界と日本」 

 ２０２０年 「ボランティア」「世界はこう変わる～コロナ禍での健やかなライフスタイルに向けて～」 

 ２０２１年 「日本の文化（仮）」「防災を考える～東日本大震災から１０年過ぎて～（仮）」 



研究班の活動スケジュール（例年） 

北九州地区高等学校図書館協議会学校司書部総会（８月上旬頃）→年度のテーマを決定。 

（これから話題になりそうな事項や授業等での調べ学習等にも対応できそうな事項等をいくつか 

テーマの候補として挙げ、話し合いで決める。） 

秋以降２～３回程班の研究会を開催→第１回目の研究会までに、各自テーマに沿った図書を探して、 

それぞれリストアップする。研究会には、各自その図書の内容がわかる資料やできるだけ図書 

の現物を持参し、協議。次回研究会までに、挙げられた図書や疑問点を各自で確認。次回研究 

会でさらに細かく協議。ジャンルごとに分けたリストを作成して、内容の確認を分担して行う。 

（書名・著者名・発行年・価格等） 

北九州地区高等学校図書館協議会研究会（２月中旬頃）→班代表者が報告書を作成し報告。 

報告書には、ブックリストの他、次年の国内外の主な行事等も掲載。年度により、研究班のメン 

バー数や設定したテーマの内容等で違いはあるが、平均して１００冊余程度リストアップしてい 

る年が多い。 

   

選書の際気を付けている点→高校生にとって手に取りやすく見てみたい図書かどうか。 

・内容が理解しやすいものかどうか。 

   （図や写真等も掲載して、わかりやすく書かれているか） 

 ・発行が最近のものかどうか。 

   （原則５～６年以内の発行、旧版でないか、新しいデータが掲載されているか 等） 

 ・価格があまり高価でないもの（大体2,000円台くらいまで） 

 ・同一本なら、単行本より文庫本を優先する。 

 

活動の成果 

 ・今まであまり手に取られなかったジャンルの図書が、利用されるようになった。 

 ・１つのテーマに対して、メンバー各々の解釈により、様々な図書が提案される事で、選書の幅が広が 

ったと感じる。 

 ・様々な図書に触れていく事で、自館の蔵書を充実させるきっかけができた。 

 

課題 

 ・コロナウイルス感染予防のため、令和２年度以降、班のメンバーが一堂に集まる事は困難となり、Ｆ 

ＡＸやメール、電話のやり取り等で意見をまとめていくしかなかった。そのため、１つの意見に対 

して他のメンバーはどう考えるか等の意見交換・集約や、他の人が提案した図書で、自館にはない 

図書等の現物確認が困難になった。オンライン会議は、各図書館の通信環境に差があるため、頻繁 

には開催できないし、開催できたとしても、あまり長い時間をかけられない。新しい意見交換の方 

法を模索していく必要がある。 

 ・テーマによっては後からより良い図書が新しく刊行されてくるため、以前リストに挙げた図書を見 

直したり追加したりする作業が今後必要になる場合もあるかもしれない。 

 ・この研究班では選書に時間をかけているため、具体的な展示の方法や見せ方の工夫までは、あまり対 

応できていない。他館や書店等の展示等を見て、自館でも取り入れられる工夫がないか、参考にして 

いく必要があると思う。 

      

 



２０１８（平成３０）年度の研究報告の一部分を抜粋しています。（価格は研究報告作成当時の価格） 

 



 



 

２０１９年の主な行事 記念日 

４月３０日：現天皇退位   ５月 １日：新天皇即位 

 ６月 ７日～７月 ７日：２０１９ＦＩＦＡ女子ワールドカップ（フランス） 

 ９月２０日～１１月２日：ラグビーワールドカップ２０１９が日本で開催 

 １０月１日：消費税８％から１０％に引き上げ 

〈天文〉 

 １２月２６日：全国で部分日食 

〈周年〉 

 ＩＬＯ（国際労働機関）創立１００周年 

 ヴェルサイユ条約制定１００周年（６月２８日） 

 人類初の月面着陸から５０周年（７月２０日） 

 ベルリンの壁崩壊から３０周年（１１月９日） 

 ポーランド：日本・ポーランド国交樹立１００周年 

 フィンランド：日本・フィンランド外交関係樹立１００周年 

 イラン：日本・イラン外交関係樹立９０周年 

 ペルー：日本・ペルー交流年（ペルー日本人移住１２０周年） 

  

 本屋大賞１５周年  カルピス発売１００周年 


